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実施概要

生産デザイン学科プロダクトデザイン専攻　学部 2年
宇津木歩佳　江澤愛実　遠藤絢音　金子絹　川北沙世　小峰遥人　首藤花音　千葉萌夏　堀真理子　山野岳　以上 12名

スケジュール

多摩美術大学参加メンバー

Koyori Project はランナー文化工芸協会（LCCA）とラジャマンガラ工科大学ランナー校（RMUTL）と協力して実施しているプ
ロジェクトです。地域の文化資産や資源を活用して地元の工芸品のレベルを創造性とイノベーションによって向上させ、付加価値
を高めることを目的とし、「伝統工芸品の職人におけるスキルアップ、知識と能力を高め、新しい生活様式のニーズを満たし、独
自の優れた製品または伝統工芸品の開発と創造性を高めるための研修プログラム」として 2019 年よりスタートしています。日本
学生の参加は 2021 年から始まり、年々参加大学も増やしながら、2024 年度は 30 名の日本人学生が参加しました。このたび、多
摩美術大学からは初めて、生産デザイン学科プロダクトデザイン専攻の学部 2年生 10 名が参加致しました。
本プロジェクトでは、職人1名、タイ学生1名、日本学生1名、タイ、日本のデザインアドバイザー各1名、通訳1名を1グループとし、
合計 30 のワーキンググループを構成し各グループでプロジェクトを進めて行きます。対象地域はタイの中でも伝統のある工芸品
や製品の生産拠点が多くあるタイ国北部地方を中心とした8県（チェンマイ、ランプーン、ランパーン、メーホンソン、チェンラーイ、
パヤオ、プレー、ナーン）に各グループごとに別れ、フィールドトリップを実施し、職人と数日間共にしながら歴史、製法をリサー
チしながら、製品の開発を行って行きます。最終的には実製品を展示販売を行いながら成果発表を行いました。

4/27 セミナー、ワークショップ 01
4/28 セミナー、ワークショップ 02
4/29 セミナー、ワークショップ 03
4/30: フィールドトリップ 01
4/31: フィールドトリップ 02
5/01: フィールドトリップ 03
5/02: フィールドトリップ 04
5/03: フィールドトリップ 05
5/04: バンコク市内リサーチ散策

現地フィールドトリップ (タイ北部地域）

参加大学

多摩美術大学 /同志社女子大学 /福井工業大学 /文化ファッション大学院大学

Rajamangala University/Chang Mai University/University of Phayao/Thammasat University 

生産デザイン学科プロダクトデザイン専攻
引率・指導教員　和田達也 /尾形達

4/27
2024

02/23
2025

Bangkok Design Week

12/07 Project Book

08/17 Final Presentation08/18

06/08
06/09 Mid Presentation

複数回のオンラインMtg 実施

データ編集期間

プロジェクト期間はプロジェクト冊子発行や展示会出展を除くと約 4ヶ月間の実施。さらに参加学生が実際に現地に訪れる期間
は 4月27日から5月4日の 9日間のみ、その後のコンセプト立案やアイデア展開、製品のディティール確認などは全てオンライン
での打ち合わせで行いました。
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4/27-4/29  セミナー、ワークショップ

プロジェクト開始初期の 3 日間はチェンマイ市内にある研修施設にてセミナーとワークショップに参加。ここではメーファール
アン大学　プル・プッジョン教授やカセサート大学　シン・インタラチュト准教授によるタイの経済の現状や環境の取り組みのレ
クチャー、多摩美術大学　和田達也教授によるデザインシンキングの講義及びワークショップが実施されました。これらのプログ
ラムを通じて、3日間日中夜同じ環境で過ごすことで、初めて会うタイの学生や職人との親睦を深める良い機会となりました。
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4/30-5/03  フィールドトリップ

チェンマイ市内から各グループ事に貸切のバンで実際にフィールドトリップを行いました。長いところでは 5,6 時間車で移動する
こともありましたが、日本人学生にとっては、現地の現状を実際に目にできるのはこのフィールドトリップの 4 日間しかないこ
とから、長時間移動の車内でも様々な質問や議論が行われていたのが印象的でした。

タイランド・ビエンナーレ・チェンライ 2023-2024 視察

工房を訪れての成形方法等の実演指導の様子



4/30-5/03  フィールドトリップ
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染料としての素材自体を自社管理している農園に訪れ、素材の調達から加工までの過程を視察。染料の材料や燃料の薪、生地まで
できる限り地域の中で調達する工場が多く、地産地消のサイクルが出来上がっており、職員もその取り組みの誇りを持っている。
化学薬品を使っている工場も今後徐々に昔ながらの自然材料に戻す取り組みを始めていた。



4/30-5/03  フィールドトリップ
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フィールドトリップ期間は、テレビクルーが同行しており、
各地域事に学生も取材に応じていた。

連日に渡って各地に滞在していた学生も最終日の夜にはチェ
ンマイ市内に戻り、久しぶりに日本人同士での食事に安堵と
各自の体験を共有していた。

group 422 designer　Kinu Kaneko 
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5 月ー 8月  オンラインミーティング

帰国後は 1週間から10日に一度オンラインでの打ち合わせを実施しています。フィールドトリップやリサーチの結果から、より具
体的なデザインの方向性を職人、タイ学生交えて組み立てていきます。文化や価値観の違い、職人の技術、加工方法に合わせなが
らデザインを詰めていく作業に予想以上の時間がかかり、何よりも実際の製品化までを目指すことから、普段の大学での制作以上
に配慮するべき要件が多く学生は苦戦しながらも何度もアイデアやデザインを変更しカタチに昇華させていきました。

オンラインミーティングの様子 学生同士のアイデアスケッチ共有

アイデアスケッチやデザインの指示書
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最終成果物

Rabbit Art Ceramic Studio Designer/ 首藤花音・Juthamas Baraphom

Tai Lue Woven Fabric Designer/ 山野岳・Peerawit Kruewong



09

2024国際交流プログラム実施報告書 生産デザイン学科プロダクトデザイン研究室

Hiang Sean Woven Fabric Designer/ 宇津木歩佳・

Pansa Teen Jok Designer/ 小峰遥人・Monrissa Thanakham
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Tai Lue Woven Fabric Designer/ 堀真理子・Nitipoom Jampa

Designer/ 川北沙世・Kanayarat Siphaimeechok

group 421 designer　Kawakita sayo

タイ北部の特産であるロンガンの実。実は有名だが木材はあまり流通していない。木の特性：高い密度
と強度がある、乾燥が早い、水が染み込みずらい、カビが生えないなど、水回りのプロダクトとの相性
がよい。　ロンガンの木の魅力を多くの人に伝え、タイ北部を代表するようなプロダクトになっていく
ことを目標にデザインに取り組んだ。　【おすすめ】「スプーン」　ダクトのケミカルウッドを切り出し

Live Furniture



11

2024国際交流プログラム実施報告書 生産デザイン学科プロダクトデザイン研究室

Aujaa’ Craft

Ban Kuan Pottery Designer/ 金子絹・Khakkhanang Mungthisan

Designer/ 千葉萌夏・Rungpaillin Chompuhtong

タイ北部で伝統的に作られている赤土の素焼きの陶器。　2つのコンセプトで制作。
①育てる陶器 -  素焼きのため湿気のある外気に晒していると苔か陶器に自生する。普通は嫌われる現
象だが、むしろそれを陶器の成長として捉え、植物と一緒に苔の生えた陶器の成長も楽しむプランター
を制作した。　　②奏でる陶器 - オカリナなど陶器製の管楽器はみられるが、叩いて鳴らすような楽器
には陶器製のものはあまりみられない。ハンドベルや鈴など、中に球を入れたまま焼き上げるという特
殊な作り方で、陶器製の楽器に挑戦した。
【おすすめ】風鈴　音は一番良かったです　

group 423 designer　Moeka Chiba
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Kub-Lorn Designer/ 遠藤絢音・Ramrada Voravisut

Designer/ 江澤愛実・Patthrawut Wathong

プレー県の伝統的な竹とパームの葉っぱを編み込んだ、本来は農民用の帽子。今はニーズも少なくなっ
てきてしまっているが、その伝統を絶やさないようにと活動されているグループ。竹あみの技術をそ
のまま用いてランプシェード、小さな帽子を組み合わせてランタンのようなシルエットの置き型の照
明、二枚のキャップを組み合わせて取手をつけてユニークな形のカバン、などなどを制作した。

【おすすめ】　既存の帽子に糸や染色した竹ひごを追加し、柄をより複雑に装飾した帽子。（＊右下の
写真）　これはおそらく綺麗です。本当は全ての商品をこのテクニックで作りたかったのですが、間
に合わず、とても残念です、、、

group 425 designer　Manami Ezawa

赤い天然染料を使った染めのグループ。　職人のアトリエの近くに巨大なカイガラムシの赤い染料の
製造工場がある。工場では枝についたカイガラムシから染料として出荷できるように加工するが、そ
の過程で不純物を取り除いたりする洗浄などで赤い廃液を大量に川に流していて、汚染の問題などが
ある。職人はその廃液を使って染色する研究をしていて、今回もその技術を使ってサステナブルを意
識した商品をデザインした。　虎の柄のような模様は職人独自のもので、その虎柄も用いて浴衣やトー

Wangchaowong
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最終発表はバンコクにあるセントラルマーケットプラザ内で実演販売を行いながら実施。学生は日本からのオンライン発表でした
が、2 日前から発表のリハーサルを行い本番に挑みました。プロジェクト終了後は、成果をまとめた冊子の発行、タイ国内のチェ
ンマイデザインウィーク、バンコクデザインウィークでの出展、さらには、プロジェクトを通してタイ国営放送が同行しており、
プロジェクトを通しての特集が今後、タイ国内で放送予定です。

プロジェクトを終えて

本プロジェクトに参加し、タイの北部地域の製品開発
への取り組みを学生らが体験できたことは大変有意義
なものとなりました。歴史や文化、国の政策などを背
景とした考えや価値観の違い、または職人や生産者の
意識など、日本とは違う中での制作や言語の壁は通常
以上に時間と労力を使う事になりましたが、何事もま
ずは理解を示すことから始め、工夫しながら進めまし
た。ただ、問題を自身で発見し、解決を探すというデ
ザインの本質的なところは同じであり、何よりフィー
ルドトリップで実際の現場や職人を知り得たことは、
最後までプロジェクトを自分ごととして高いモチベー
ションで遂行することに繋がったと考えます。
プロジェクト終了後、2025年2 月に行われたバンコク
デザインウィークでは参加学生の内 2 名が個人的にバ
ンコクへ渡航し、自身の作品の確認や職人と再会する
など、この取り組みを通して海外への意識が高くなっ
たと感じています。
最後に、昨今の物価高騰や渡航費高騰の中でこのよう
なプロジェクトに参加できた事は国際交流活動支援金
が大きな助けとなりました。大学とご協力頂きました
国際交流センターにお礼申し上げます。

最終発表会の様子プロジェクト冊子

バンコクデザインウィーク　展示風景


